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尋常性天疱瘡皮膚病変の画像解析による客観的病勢判定

内容の要旨

小 林

 天疸瘡(pemphigus)は 、表皮細胞 の最 も重要な接着機構で あるデス

モ ゾームを構成す る膜蛋 白に対 して 自己抗体が生 じる自己免 疫性水

庖性 疾患で あ り、臨床 的 に尋 常性 天庖瘡 と落葉状 天庖瘡 に大別 され

る。水癒発 生のメカニズムは解明 され たが、抗体産生 を制御す る治療

方法 について は未だ不十分 であ り、副腎皮質ステ ロイ ドや免疫抑制剤

が依然 として治療の主流 である。個 人の抗体産生量や抗体が認識す る

エ ピ トープの違い も加わ り、その治療法 を、画一化す ることはで きな

い。病勢 ・治療効果 は主 として病変範 囲 を観察す る医師の主観 によっ

て判定 されてい る。病勢判 断をよ り客観 的に定量す ることが できれば

治療法 を標準化す ることも容易 になる。また、症例間の客観的比較が

で きれ ば、治療効果 の比較 もできるよ うにな る。そ こで著者は、客観

的 な病勢判定法 として コン ピュー タを利 用 した病 変面積 の数 値化 を

行い、病勢の検討 を行 った。

 研究 目的 は、適切 な画像解析 を用 いた病変定量に より病勢 を客観的

に判定 し、合わせ てELISAに よる血 中抗体価 の変動 との比較 を行 うこ

とと した。既 存の臨床写真お よびELISAに よる抗体価のデー タを使い

病勢 の判 定す るためには以 下の検討 が必要で あった。皮膚病 変は水

痕 ・び らん ・痂皮 ・色素沈着 な ど多様 であるため、明度のみの単純な

画像認識では正確 に病変抽 出がで きない。肉眼的判断に近い病変境界

判定 を行 うた め、赤色系の情報 をCIEL*a*b*表 色 系 とガ ウス フィル タ

お よび色差 を用いて背部臨床写真か ら病変 占有率 を定 量 した。1993年

か ら1998年 まで に慶磨義 塾大学病 院皮膚科 を受診 した尋常性天庖 瘡

患者すべての臨床写真 を検討 し、最 終的に5例 の背部臨床写真 を使用

した。

 その結果、色差13以 上 で明 らかな赤 色系皮膚 病変のみが抽出 された

が、約0.3%の 誤 差があ り、占有率 が小 さい とその影 響が大 きかった。

CIE表 色系は、赤色系皮膚病 変の活動性 の評価 に有用であ ると考 えた。

ELISAに よるDsgl抗 体価 は病初期 には病変面積 と平行す るが、治癒期

には必ず しも平行 しない と判断 された。

誠 一 郎

論文審査の要旨

 自己免疫性水庖 性疾患 である尋 常性 天庖瘡(PV)に 限 らず皮膚病

変 の判定 は主治医 の主観 に依存 してい る。本研 究で は他 覚的な皮膚

病変 判定 を標 準化す る ことを最終 目的 に してコン ピュー タを利用 し

たPV病 変面積 の数値化 を行 い、病勢 との関連 を検討 した。慶 磨義塾

大学病 院を受診 したPV患 者の既存 の臨床 写真 をCIE L*a*b*表 色系 と

ガ ウス フィル タお よび色 差 を用い て背 部臨床写真 か ら病変 占有率 を

定 量 した ところ、温度環境 に左右 され ない病変 面積抽出 には色差13

以上 が適 切 と考 え られた。 占有率 は約0.3%の 誤差 があ り、値 が小 さ

い と誤差 の影響 が大きかった。CIE表 色系は、赤色系皮膚病変の活動

性評 価 に有 用で ある と示唆 された。ま たELISAに よるDsg1抗 体価 は

病初 期に は病変 面積 と平行す るが、治癒 期に は必ず しも平行 しない

と判断 され た。

 審 査 で は、抽 出病 変 にび らんの紅斑 の みで 病勢 を判 定 でき るの

か、新生皮 疹の数 は病勢 の判 定に考慮 しな くて よいのか質問 があっ

た が、重症 度判定基 準に あるよ うに病勢 にっいて は新 生皮疹数 も含

めて総合 的 に判 断す るのが正 しい こ と、今 回の抽 出では新生時 の赤

色紅斑 に関 しては判定 が可能 と説 明 された。5年 で5症 例 のみに し

か検討材 料 と し得な かった点 にっ いては、 当疾患 が稀少 な うえに撮

影条件 の標準化 が乏 しい なかで使用 できる もの を選定 しな くてはな

らなか った と回答 され 了承 され た。標 準化 は、撮影 時にスケール を

いれ る こと、局面 に対 してはパ ン トモ撮影 時 のご とく機器 を工夫す

れ ばよい との助 言が あった。写真の色 につい ての評価 は、温度 変化

にても血流 が変 化 し同一 個人で も標 準化 は難 しい点 が指 摘 され、メ

ラニン系 と赤色 系 と一緒 の評 価は難 しいので はないか と質 問があっ

た が、メ ラニ ン系 は明度 の情報 に入 るため除 外 で きる と回答 され

た。色差7以 上13未 満 にお ける抽出病 変は病勢 の判定 に意義 はない

の かについ ては、温度差 によ り変動す る範囲 であるた め除外 した と

回答 された。背部 の1～4%の 病変 の変 化で病勢 を把握 できるのか

につ いては全体 の面積 が確 か に必要 で あ り、数値 として の客観 化に

意義 が ある と回答 され た。 また、誤 差値 を判断す るにはN値 が少 な

い点、Dsg抗 体価 と病勢 の上昇期 が相 関す るが数 学的判定が必要であ

る点 などについ て議論 され た。

 以上の よ うに、本研 究は精度お よび機器 に関 して今後検 討 され るべ

き課題 を残 しているものの、皮膚病変の抽出お よび面積を既存の臨床

写真か ら他覚的 に判 定す る新 しい手法 であ り、この よ うな手法に よっ

て時系列比較 も可能 となるこ とを示唆 したものである。ま た、今後の

デー タの標準化 にお ける問題 点 を提起 した点 にお いて も皮膚病 変診

断上有意義 な研究 である と評価 され た。
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